
No.

1 13

2 13-14

3 17

4 14-15

5 17

6 16-17

7 16

8 17

9 18

10 16-17

11 ･ 12

12 16-17

13 17

14 17

15 19

16 19

17 17

18 13

19 16-17

20 13-14

21 13-14

22 15-16

23 12-13

24 17

25 16

　名品コレクション展示室

　桃山時代に武将の間でも流行した「侘び茶の湯」は、江戸時代には「御数寄屋
お す き や

」の接待として、公式行事の一部に組み入れられた。こうして固定された

茶の湯は、「侘び茶の湯」の持っていた美や新たな価値観をうち立てて行く自由な創造の精神を失って武家故実となり、格式行事と化した。大名は邸に

茶室を設け、将軍の「御成
お な り

」をはじめ、晴の行事に備えた。茶の湯道具もまた格式道具となった。桃山時代に武将や上層町衆や数寄者
す き し ゃ

が持っていた道具

の大半は、江戸時代には将軍や大名の秘蔵品となり、「名物」の道具は、時に一国一城にもあたるとされ、その所持、非所持が家の格を表すとまで評さ

れた。

【猿面茶室】

名古屋城二之丸御殿にあった「猿面茶室」を復元している。待庵･

如庵と並んで茶室として最も古く注目すべき遺構で、国宝にも指定

されていたが、昭和20年(1945)、戦災焼失した。もとは清須城内に

営まれていたが、慶長15年(1610)、名古屋城内に移築され、上使の

接待場にあてられていたと伝える。明治に至って城内の建築物が払

い下げられ、のちに末森入舟山(現・千種区見附町)に移築したが、

明治13年(1880)、名古屋博物館(後の愛知県商品陳列館)にこれを寄

付、さらに昭和８年(1933)、鶴舞公園内に移設された。


